
・めあての明確化。 

 

・取り組むべき活動をはっきりさ

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国 語 科 

教科研究テーマ 

どの生徒に対しても、言葉の大切さを実感させ、言葉の力を高めるような言語活動で、学び合う楽しさを実感できる授業。  

 

 

 
教科で目指す生徒の姿 

○自分の考えに根拠をもって表現できる姿。（書く、話す・聞く） 

○仲間の意見を認めて受け止め、お互いの考えを深める姿。（話す・聞く） 

○文章の言葉を手がかりに、思いや主張を深く感じる姿。（読む、書く） 

 

 

・ペアや班活動で、思考を深めさ

せ、課題を共有して解決してい

く場の設定を工夫する。 

 

・書くことで、課題が解決できた

と実感できる足跡を残す。 

 

 

 

・スモールステップを心がけ、課

題に対して、どこでつまずいて

いるのかを見極めて一つ一つ

指導していく。 

 

・補助プリントを準備する。 

 

 

 

・つけたい力と単元の流れを明示

し、生徒に学習の必要性を感じ

させる。 

 

・映像や関連資料等で、めあてに

近づく説明を端的に行う。 

 

 

 

焦点化 視覚化 共有化 個別の配慮 

－１９－ 


